
　
土 浦 市 （ 安 藤 真 理 子 市 長

＝ 写 真

） が ２ ０ ２ ３ 年 度

当 初 予 算 案 の 概 要 を 公 表 し た 。 一 般 会 計 は ５ ５ ２ 億８ ０ ０ ０ 万 円 で 前 年 度 比 ５ ％ 増 。 投 資 的 経 費 は

4 6億

６ ２ ７ １ 万 円 で 同

3 2％ の 大 幅 増 と な っ た 。 主 要 事 業

で は 清 掃 セ ン タ ー 維 持 管 理 事 業 で ２ カ 年 総 額 ５ 億 ５４ ４ ０ 万 円 の 継 続 費 を 設 定 。 計 画 的 な 設 備 更 新 を 行い 安 定 稼 働 を 図 る 。 上 大 津 統 合 小 学 校 整 備 事 業 で は用 地 購 入 費 な ど １ 億 ２ ３ ６ 万 ９ ０ ０ ０ 円 を 盛 っ た 。

　
私 は イ ン フ ラ 整 備 に 当 た っ て は 何 と い っ て も 安 全

が 第 一 で あ る と 考 え て 事 業 を 進 め て き ま し た 。 将 来に 渡 っ て 安 全 が 確 保 で き る よ う に 工 夫 し て 整 備 を しな け れ ば な り ま せ ん 。 も う ひ と つ 心 掛 け た こ と は 、公 共 工 事 で 発 生 し た 土 な ど を 邪 魔 物 と し な い こ と です 。 し っ か り 頭 を 使 え ば 有 効 活 用 が で き る の で す 。今 回 お 話 す る の は 過 疎 代 行 事 業 で 行 っ た 町 道 に つ いて で す 。

　
一 般 会 計 に 特 別 会 計 を 含

め た 総 額 は ９ ６ ９ 億 ３ ０ ００ 万 円 で 前 年 度 比 ３ ％ の 増額 と な っ た 。　
清 掃 セ ン タ ー 維 持 管 理 事

業 は 、 老 朽 化 の 著 し い 設 備の 更 新 工 事 を 実 施 す る もの 。 粗 大 ご み 処 理 施 設 の 中で 回 転 式 破 砕 機 、 排 出 コ ンベ ア 、  附 帯 設 備 （ 計 装 機 器  ・照 明 設 備 ） の 更 新 工 事 を 実施 す る 。　
上 大 津 地 区 統 合 小 学 校

は 、 児 童 数 が 減 少 傾 向 に ある 菅 谷 小 と 上 大 津 東 小 を 統合 す る も の 。 上 大 津 東 小 学校 を 活 用 し 北 側 を 拡 張 する 。 新 年 度 予 算 案 で は 約 １

文 化 財 試 掘 調 査 の 委 託 料 を措 置 。

2 3年 度 に 設 計 事 業 者

を 選 定 し 、

2 4年 度 か ら ２ カ

年 で 設 計 を 策 定 す る 予 定 。　
小 中 学 校 長 寿 命 化 改 良 事

業 で は １ 億

6 9万 ２ ０ ０ ０ 円

を 配 分 。 乙 戸 小 学 校  （ 校 舎  ・屋 内 運 動 場 ）  、 土 浦 第 二 中学 校 （ 武 道 場 ）  、 都 和 中 学校 （ 校 舎 ・ 屋 内 運 動 場 ） の設 計 費 な ど に 充 当 。 ま た 、
2 2年 度 繰 り 越 し 分 と し て 東

小 学 校 屋 内 運 動 場 長 寿 命 化改 良 工 事 （ ２ 億 ４ ５ ４ ９ 万６ ０ ０ ０ 円 ）  、 都 和 南 小 学校 校 舎 棟 及 び 屋 内 運 動 場（ １ 期 工 ） 長 寿 命 化 改 良 工に １ 億 ３ ４ ７ ８ 万 ８ ０ ０ ０円 、 し 尿 処 理 施 設 の 修 繕 費に ７ ３ ０ ０ 万 ７ ０ ０ ０ 円 、埋 立 処 分 場 の 修 繕 費 に ７ ００ １ 万 ３ ０ ０ ０ 円 を 計 上 して い る 。　
不 燃 ご み 処 理 施 設 や 埋 立

処 分 場 で は 、 設 備 機 器 の 修繕 や オ ー バ ー ホ ー ル 、 部 品の 更 新 な ど を 行 う 。 ま た 、し 尿 処 理 施 設 で は 、 建 物 の外 壁 や 屋 根 の 防 水 工 事 な ども 実 施 す る と の こ と 。　
ま た 、 環 境 整 備 費 の 維 持

補 修 工 事 費 と し て ３ ０ ０ ０万 円 を 計 上 。 長 井 戸 地 区 おも レ ン タ ル 単 価 が 安 す ぎ ると い う 話 に な る 。 こ の ま まい く と 業 界 が 衰 退 し て し まう 。 値 戻 し 、 値 上 げ を 考 えて い き た い 」 と あ い さ つ 。　
同 協 会 東

京 支 部 の 小松 﨑 伸 一 郎支 部 長 （

写

真 左

）  は  「 業

界 の 問 題 とし て 人 手 不足 や レ ン タル 単 価 の 競争 が あ る 。働 き 方 改 革に 取 り 組 み魅 力 あ る 業界 に し て 若手 を 採 用 する こ と が 必要 」 と 呼 びか け た 。

　
ゆ め み 野 地 区 の 人 口 増 な

ど に 伴 い 、

2 5年 度 以 降 は 教

室 数 の 不 足 が 見 込 ま れ る 。そ こ で 、

2 4年 度 に 増 築 工 事

を 行 う こ と で

2 5年 度 以 降 の

　
県 は 資 産 の 有 効 活 用 に よ

る 歳 入 の 確 保 を 図 る た め 、県 立 図 書 館 や 千 波 歩 道 橋 など １ ５ ７ 施 設 に ネ ー ミ ン グラ イ ツ ・ パ ー ト ナ ー （ 施 設命 名 権 者 ） を 導 入 す る 。 募集 期 間 は ３ 月

1 7日 ま で 。 応

募 が あ っ た 施 設 選 定 委 員 会で 提 案 内 容 （ 通 称 、 ネ ー ミン グ ラ イ ツ 料 な ど ） を 審 査し て 決 定 す る 。　
建 物 系 施 設 は 年 額

5 0万 円

か ら 、 イ ン フ ラ 系 施 設 （ 歩道 橋 ・ ダ ム な ど ） は 年 額

1 1

万 円 か ら 応 募 可 能 。　
建 物 系 施 設 の 最 低 希 望 金

額 は 、 県 立 図 書 館 や 笠 間 芸術 の 森 公 園 な ど が ５ ０ ０ 万円 、 霞 ヶ 浦 総 合 公 園 や 千 波公 園 な ど が ２ ０ ０ 万 円 、 笠 充 て て い る 。 セ ン タ ー 内 の空 調 設 備 の 老 朽 化 へ 対 応 する た め 、 修 繕 工 事 を 行 う 予定 だ 。　
特 別 会 計 で は 、 清 水 丘 聖

地 霊 園 管 理 事 業 と し て 普 通建 設 工 事 費 ５ ０ ０ 万 円 を 設定 し た 。 第 ２ 霊 園 駐 車 場 の出 入 口 に あ る 電 柱 の 移 設 工事 を 実 施 す る こ と で 、 利 便性 の 向 上 を 図 る 。

万 ㎡ の 用 地 購 入 費 ９ ５ ４ ０万 円 の ほ か プ ロ ポ ー ザ ル 選定 委 員 会 報 償 費 、 用 地 鑑 定評 価 、 用 地 測 量 調 査 、 埋 蔵　
さ し ま 環 境 管 理 事 務 組 合

（ 管 理 者 ・ 橋 本 正 裕 境 町 長＝ 写 真

） の ２ ０ ２ ３ 年 度 当

初 予 算 が 明 ら か に な っ た 。一 般 会 計 は

2 7億 ８ ６ ５ ０ 万

１ ０ ０ ０ 円 。  主 な も の で は 、不 燃 ご み 処 理 施 設 の 修 繕 費　
日 本 建 設 機 械 レ ン タ ル 協

会 東 京 支 部 茨 城 協 議 会 （ 岡添 雅 治 代 表 ＝

写 真 右

） は

1 7

日 、 つ く ば 市 の ホ テ ル グ ラン ド 東 雲 で ２ ０ ２ ３ 年 賀 詞交 歓 会 を 開 催 し た 。 正 会 員や 賛 助 会 員 ら 約 １ ４ ０ 人 が出 席 し 、 会 の な お 一 層 の 発展 を 誓 い 合 っ た 。　
冒 頭 、 岡 添 代 表 は 「 レ ン

タ ル 業 界 で は ど こ に い っ て

事 （ １ 億 ９ １ ０ ８ 万 ３ ０ ００ 円 ）  、 土 浦 第 四 中 学 校 校舎 棟 （ ２ 期 工 ） 長 寿 命 化 改良 工 事 （ ５ 億 ９ ０ ０ ３ 万 ２０ ０ ０ 円 ） な ど を 充 て る 。　
川 口 運 動 公 園 整 備 事 業 で

は ３ 億 １ ７ ０ 万 円 を 設 定 。野 球 場 ス コ ア ボ ー ド の 改 修や ダ グ ア ウ ト の 床 材 補 修 工事 な ど 実 施 す る 。　
道 路 関 連 で は 橋 梁 耐 震 対

策 ・ 長 寿 命 化 修 繕 事 業 に ６億 ４ ８ ３ ６ 万 ２ ０ ０ ０ 円 を投 じ る 。 東 真 鍋 １ 号 橋 （ 木田 余 立 体 橋 ） の 耐 震 ・ 長 寿命 化 工 事 や 新 川 ６ 号 橋 の 上部 復 元 工 事 、 常 磐 線 ３ 号 橋（ 二 番 橋 ） 架 け 替 え の Ｊ Ｒ工 事 委 託 な ど 実 施 す る 。　
道 路 新 設 改 良 事 業 に は ４

億 円 を 充 当 。 内 訳 は

2 2路 線

の 改 良 工 事 （ Ｌ ２ １ ６ ５ｍ ） に ２ 億 ６ ２ ９ ２ 万 ５ ００ ０ 円 、

1 5路 線 の 測 量 設 計

よ び 寺 久 の 進 入 路 に つ いて 、 舗 装 補 修 工 事 な ど を 行う と の こ と 。　
交 流 セ ン タ ー の 修 繕 費 に

は ２ ８ ５ ０ 万 ８ ０ ０ ０ 円 を　
取 手 市 は 高 井 小 学 校 の 校

舎 増 築 事 業 に 新 年 度 か ら 着手 す る 。 当 初 予 算 案 で 設 計業 務 委 託 料 ２ ４ ０ ０ 万 円 を計 上 。 順 調 な ら ２ ０ ２ ４ 年度 か ら 工 事 を 開 始 す る 。

　
西 南 地 方 広 域 市 町 村 圏 事

務 組 合 は 、 総 和 消 防 署 （ 古河 市 下 大 野 ７ ５ ２

－ ２ ） の

浴 室 改 修 工 事 に 向 け た 設 計を 実 施 す る 。 新 年 度 内 に 設計 を ま と め 、 そ の 後 工 事 に向 け た 準 備 を 進 め る 予 定 。２ ０ ２ ３ 年 度 当 初 予 算 では 、 設 計 業 務 へ の 予 算 額 １３ ０ 万 円 を 計 上 し て い る 。　
現 状 、 床 面 は タ イ ル 張 り

で あ り 、 老 朽 化 等 も 見 ら れる た め 、 ユ ニ ッ ト タ イ プ の導 入 を 想 定 し て い る 。　
建 物 規 模 は Ｒ Ｃ 造 ２ 階 建

て 、 延 べ 面 積 は ３ ６ ９ ・ ３７ ㎡ （ １ 階 部 分 ２ ４ ３ ・ ６３ ㎡ 、 ２ 階 部 分 １ １ ６ ㎡ ）  。築 年 数

4 0年 以 上 が 経 過 し て

い る 。松 運 動 公 園 体 育 館 な ど が １０ ０ 万 円 、 鳥 獣 セ ン タ ー など が

5 0万 円 。

　
イ ン フ ラ 系 施 設 は 、 道 路

（ 須 賀 川 大 子 線 ほ か

1 0カ 所 ）

が

2 9万 ６ ０ ０ ０ 円 ～ ５ １ ９

万 ２ ０ ０ ０ 円 、 歩 道 橋 （ 千波 歩 道 橋 ほ か

9 0カ 所 が

1 1万

円 ～

3 3万 円 、 ダ ム （ 竜 神 ダ

ム ほ か ６ カ 所 ） が

3 3万 円 ～

8 2万 ５ ０ ０ ０ 円 。
　

対 象 施 設 は 県 Ｈ Ｐ

（
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） に

掲 載 中 。　
問 い 合 わ せ は 、 管 財 課 公

有 財 産 維 持 活 用 推 進 室 （ 電話 ０ ２ ９

－ ３ ０ １

－ ２ ３ ８

０ ）  。

　
本 路 線 は 、 市 町 村 に 代 わ

り 過 疎 代 行 道 路 と し て 県 が整 備 を 進 め て い ま し た 。 また 、 こ の 道 路 は 日 本 自 動 車工 業 会 テ ス ト コ ー ス 移 転 先地 の 進 入 路 を 兼 ね て お り 、平 成

1 7年 の オ ー プ ン ま で の

開 通 が 必 須 と な っ て い ま した 。 私 が 業 務 を 引 き 継 い だ時 点 で は 工 事 も 全 て 発 注 され 供 用 開 始 へ 向 け て 順 調 に進 ん で い ま し た 。　
し か し ５ 月 末 ご ろ 、 突 然

切 土 法 面 の 崩 壊 が 確 認 さ れた の で す 。 路 床 の 掘 削 に より 地 下 水 の 流 出 と 法 面 崩 壊を 招 き 、 掘 削 工 事 を 進 め るこ と が 道 路 本 体 工 事 に 大 きな 影 響 を 及 ぼ す た め 工 事 を一 時 中 止 。 工 程 を 変 更 し て施 工 可 能 工 種 か ら 再 開 。 その 上 で 、 さ ら に 施 工 方 法 の検 討 を 進 め ま し た 。　
専 門 コ ン サ ル タ ン ト 業 者

か ら は 、 切 土 法 面 の 崩 壊 を防 ぐ た め ア ン カ ー を 併 用 し

た 法 枠 工 法が 提 案 さ れま し た 。 工事 は す で に全 て 発 注 済み で あ り 、新 た に 法 枠工 事 を 実 施す る に は 多額 の 事 業 費

　
城 里 町 （ 当 時 は 常 北 町 ）

主 要 地 方 道 水 戸 茂 木 線 の 上古 内 か ら 北 に 向 か っ て 延 長約 ４ ㎞ の 立 派 な 町 道 が 整 備さ れ て い ま す 。　
つ く ば エ ク ス プ レ ス の 関

連 で 、 日 本 自 動 車 研 究 所（ 城 里 テ ス ト セ ン タ ー ） がこ の 地 に 移 転 し ま し た 。 この 施 設 へ の ア ク セ ス の た めに 整 備 さ れ た の が こ の 町 道で す 。 か な り の 難 工 事 が 予想 さ れ 、 早 急 に 供 用 す る 必要 が あ っ た の で 過 疎 代 行 事業 と し て 県 水 戸 土 木 事 務 所

が 施 行 す る こ と に な り ま した 。　
こ の 道 路 の 整 備 に 関 し て

の 確 保 、 加 え て 発 注 工 事 との 手 続 の 期 間 、 施 行 工 期 の延 長 な ど 限 ら れ た 時 間 で の結 果 が 求 め ら れ ま し た 。　
そ の 結 果 、 法 面 箇 所 を 追

加 買 収 し て 軟 岩 地 山 の 法 面を 安 定 勾 配 以 上 に 確 保 し て崩 壊 を 防 ぐ 工 法 に 決 定 し まし た 。 必 死 の 覚 悟 で 用 地 交渉 や 土 工 事 の 発 注 手 続 き を進 め 、 併 せ て 残 土 仮 置 き 場の 詮 索 も 積 極 的 に 進 め な けれ ば な り ま せ ん で し た 。　
運 よ く 、 こ の 時 期 常 磐 自

動 車 道 水 戸 北 ス マ ー ト イ ンタ ー チ ェ ン ジ 新 設 計 画 や 住宅 供 給 公 社 に よ る 十 万 原 住宅 造 成 と い っ た 事 業 が 進 んで い ま し た 。　
こ れ ら の 関 係 機 関 へ 働 き

か け 、 と り あ え ず 「 水 戸 北ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ設 置 に 利 用 す べ き 土 砂 確 保 予 算 が か か り 、 完 成 後 も 調査 を 続 け な け れ ば な ら な いと い う こ と で し た 。 こ れ では 後 顧 に 憂 い を 残 し ま す 。　
私 は 、 山 を お 持 ち の 地 権

者 さ ん に 大 幅 な 追 加 買 収 をお 願 い し て 、 決 し て 崩 れ ない ゆ る や か で 安 定 し た 法 面に し た 方 が 良 い と 考 え ま した 。　
担 当 課 長 に は 「 一 山 全 部

買 っ て こ い 」 と 乱 暴 な 指 示を 出 し ま し た 。 な ん と か 地権 者 様 の ご 協 力 が 得 ら れ 、必 要 な 用 地 を 取 得 す る こ とが で き ま し た 。　
さ あ 、 用 地 を 取 得 で き た

か ら と い っ て ま だ 安 心 は でき ま せ ん 。 今 度 は 急 い で 数万 ㎥ の 土 を 運 び 出 さ な け れば な り ま せ ん 。 幸 い に も 、

は 、 私 は 県 庁 に いた 時 分 か ら 色 々 な面 で 係 わ っ て お りま し た 。 水 戸 土 木事 務 所 長 に 着 任 した 時 に は 用 地 買 収は 完 了 し て お り 、工 事 の 発 注 も あ らか た 終 わ っ て い たの で 、 あ と は 完 成を 待 つ ば か り とな っ て い ま し た 。　
し か し 、 そ ん な

状 況 を 一 変 さ せ る事 態 が 発 生 し ま し

た 。 水 戸 茂 木 線 か ら 入 っ て間 も な く の 右 側 に 大 き な 大き な 切 土 の 法 面 が あ り ます 。　
こ の 法 面 を 通 常 の 法 勾 配

で 施 工 し て い た と こ ろ 、 法面 に 崩 落 の 兆 候 が 出 て き たと い う の で す 。 急 き ょ 、 専門 の コ ン サ ル タ ン ト に 状 況を 確 認 し て も ら い 、 対 策 の検 討 を 開 始 し ま し た 。 い くつ か 提 案 を 出 し て も ら い まし た が 、 い ず れ も 数 億 円 の

県 住 宅 供 給 公 社 が 水 戸ニ ュ ー タ ウ ン の 整 備 を進 め て お り ま し た ので 、 交 渉 し て 土 を 仮 置き し て も ら う こ と が でき ま し た 。　
工 事 は 順 調 に 進 み ま

し た が 、 一 難 去 っ て また 一 難 。 道 路 沿 い に 立派 な 茶 畑 が あ っ た の です が 「 粉 塵 で お 茶 が 売り 物 に な ら な い 」 と 苦情 が 寄 せ ら れ た の です 。 担 当 課 長 と 工 事 を

請 け 負 っ た 建 設 業 者 さ ん が一 軒 一 軒 頭 を 下 げ て 歩 い て回 り 、 な ん と か 理 解 し て いた だ き ま し た 。　
後 に 、 こ の 仮 置 き し た 土

は 水 戸 ニ ュ ー タ ウ ン へ の アク セ ス と な る 那 珂 川 新 橋 に活 用 さ れ 、 水 戸 北 ス マ ー トイ ン タ ー チ ェ ン ジ の 盛 土 工事 に も 使 わ れ ま し た 。 ま さに 「 土 は 宝 」 で す 。　
こ の 町 道 は そ の 後 、 地 域

に 欠 か せ な い 道 路 と し て 何の 問 題 も な く 活 躍 し て お りま す 。 こ の 道 路 を 通 る た び
「 あ の 時 に 決 断 し て 良 か っ

た 」  と 胸 を な で お ろ し ま す 。当 時 の 担 当 者 や 工 事 関 係 者の 皆 さ ん に は 大 変 ご 苦 労 をか け ま し た が 、 苦 労 の 甲 斐は あ っ た の で は な い で し ょう か 。 あ の 時 工 事 に 携 わ って 下 さ っ た 皆 さ ん に は 、 心よ り 感 謝 し て お り ま す 。

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 水 戸 土 木 事 務 所 編 ④

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

「 土 は 宝 」 土 の 有 効 活 用 ～ 過 疎 代 行 事 業 の 思 い 出 ～

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 水 戸 土 木 事 務 所 長 ）

元 県 土 木 部 技 監 兼 検 査 指 導 課 長
（ 当 時 ・ 水 戸 土 木 事 務 所 道 路 整 備 第 二 課 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 小 林 政 弘 氏×

小 林 政 弘 （ こ ば や し ・ ま さ ひ ろ ）

　

１ ９ ５ ３ 年 ７ 月 ２ 日 生 ま れ 。

6 9歳 。

7 2年 に 入 庁 。 初 配 属 は 水 戸 土 木 事 務
所 。 ２ ０ １ ３ 年 に 県 技 監 兼 検 査 指 導課 長 で 定 年 を 迎 え た

現 場 発 生 土 を 盛 土 材 に 活 用

の た め 」 と い う 理 由 で 、 十万 原 地 区 の 住 宅 造 成 箇 所 を約 ２ 年 間 残 土 置 き 場 と し て利 用 す る 協 力 を 得 る こ と がで き ま し た 。　
本 格 的 に 工 事 を 再 開 し 、

順 調 に 進 め て い た と こ ろ 、土 砂 搬 出 の ダ ン プ ト ラ ッ クの 走 行 に 伴 い 粉 塵 が 発 生し 、 古 内 茶 の 葉 に 被 害 の おそ れ が あ る な ど と 住 民 か ら搬 出 中 止 の 苦 情 が 上 が り まし た 。 地 元 と の 調 整 は 困 難を 極 め ま し た が 、 何 度 も 足を 運 び ご 理 解 を 頂 き 、 な んと か 解 決 し て 本 工 事 も 無 事に 完 成 の 運 び と な り ま した 。　
こ の 工 事 を 通 じ て 、 所 長

か ら の 助 言 と 指 示 の も と 法面 対 策 工 法 に 多 額 の 費 用 を投 入 せ ず 安 全 な 方 法 を 採 用し て 、 現 場 か ら の 発 生 土 はス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ設 置 及 び 他 事 業 の 盛 土 材 とし て 活 用 す る な ど 的 確 に 判断 し て 将 来 構 想 の 実 現 化 を導 い た 結 果 と な り ま し た 。

新 年 度 予 算

新 年 度 予 算 案

委 託 料 （ Ｌ ３ ５ ２ ０ ｍ ） に５ １ ０ ４ 万 円 な ど 。

　
田 村

沖 宿 線 延 伸 道 路 整 備 事 業 には ２ 億 ３ ２ ５ ５ 万 円 、 木 田余 神 立 線 街 路 事 業 に は ４ 億７ ９ ７ ３ 万 ６ ０ ０ ０ 円 を 付け た 。 用 地 買 収 や 物 件 補 償を 実 施 す る と と も に 一 部 工事 に も 着 手 す る 。 荒 川 沖 木田 余 線 （ Ⅱ 期 ） 整 備 事 業 では ４ 億 ２ ４ ９ ６ 万 ４ ０ ０ ０円 を 措 置 し 用 地 買 収 や 物 件補 償 を 実 施 す る 。　
イ ン タ ー チ ェ ン ジ 周 辺 地

区 土 地 利 用 促 進 事 業 に は ８９ ４ ６ 万 ３ ０ ０ ０ 円 を 投 じる 。 桜 土 浦 イ ン タ ー チ ェ ンジ 周 辺 に つ い て 事 業 化 検 討調 査 な ど を 行 う 。　
そ の ほ か 、 ス マ ー ト Ｉ Ｃ

設 置 検 討 調 査 等 委 託 料 に ７０ ４ 万 円 を 充 て 、 検 討 調 査や 国 ・ 県 な ど 関 係 機 関 と の協 議 を 進 め る 。

教 室 数 不 足 解 消 を 図 る 。　
増 築 規 模 は Ｒ Ｃ 造 ３ 階 建

て ８ ４ ０ ㎡ を 想 定 。 普 通 教室 数 は ６ 室 。 教 材 室 や ト イレ な ど も 整 備 す る 。 ま た 、付 帯 工 事 と し て 敷 地 造 成 や既 存 校 舎 改 修 、  給 食 室 改 修 、プ ー ル 解 体 、 駐 車 場 整 備 も行 う 予 定 。

　
そ の 後 、 東 京 支 部 賛 助 部

会 長 で あ る ㈱ ク ボ タ 建 機ジ ャ パ ン の 伊 達 康 二 顧 問 の発 声 で 乾 杯 。 さ ら な る 飛 躍を 誓 い 、 親 睦 を 深 め た 。

土 浦 市
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